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式(A.3)～(A.6)を式(A.2)で表されるマトリクスに代入すると，ds (t)，df (t)に
ついての運動方程式に整理され，式(A.7)を得る。 
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単層 2 構面モデルを構成する質点モデルの等価質量 Ms，Mf は本文中における

式(28)，(29)で表されるため，代入すると式(A.7)は式(A.8)に書き換えられる。 
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式(A.8)は単層 2 構面モデルを構成する独立した各質点モデルの運動方程式を

表しており，これより単層一軸偏心構造物の並進・ねじれの動的な応答評価

が可能といえる。検討解析モデルは|ig0/ik0|=1.2 程度であるが，概ね応答予測が

可能であり，単層 2 構面モデルによる応答予測の適用範囲内といえる。 
 

付録 2 多層 2 構面モデルにおける運動方程式の定式化 

 各層において，偏心距離 e，質量・剛性要素の要素間距離 ik0，ig0 が等しく，

各層の剛心が同一鉛直線上にあると仮定すると，式(A.2)は n 層多層構造物の

運動方程式として式(A.9)のように書き換えられる。 
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 また志賀ら 19)によって n 層偏心建物の固有振動は n 層無偏心建物の並進運

動と 1 層偏心建物のねじれ振動の直積で表されることが示されており，下式

が成り立つ。なおΨは n層無偏心建物の水平 1 次モードベクトルを仮定する。 
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式(A.10)を付録 2 と同様に展開すると，多層 2 構面モデルを表す下式を得る。 
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 上式より，多層 2 構面モデルを構成する 2 構面モデルの 1 次モードベクト

ルが共に無偏心建物の水平 1 次モードベクトルと等しい場合に限り，既往の

仮定に基づく多層構造物におけるねじれ応答の運動方程式と整合性がとれる。

本論で提案する 2 構面モデルは以上の仮定を前提としてともに 1 次モードの

みを考慮して縮約を行っている。 
 

付録 3 対象モデルにおける近似値 ikの妥当性 

本論での検討モデルである E-S，1L，2L，3L モデルにおける式(31)による

剛性要素の要素間距離の近似値 ik の妥当性を確認する。まず付図 1 において

各モデルにおける ik0n の近似値 ik(式(31))と各層の ik0n を比較する。図より各モ

デルにおいて近似値 ik は各層の ik0n との誤差が±3%程度に収まっていること

が分かる。また多層 2 構面モデル各層のねじれ角を ik により算出したものを

近似値，各層の ik0n により算出したものを計算値として付図 2 に示すが両者

はよく対応している。以上より本論で対象とするモデル程度の一軸偏心架構

においては，近似値 ik は妥当であると考えられる。 
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